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発
達
障
害
は
心
理
的
発
達

障
害
と
、
小
児
期
・
青
年
期

の
行
動
お
よ
び
情
緒
の
障
害

に
分
類
さ
れ
る
。
発
達
障
害

と
は
一
般
的
に
軽
度
発
達
障

害
の
こ
と
を
言
い
、
Ｌ
Ｄ

（
学
習
障
害
）、
Ｈ
Ｆ
Ｐ
Ｄ

Ｄ
（
高
機
能
高
汎
性
発
達
障

害
）、
軽
度
Ｍ
Ｒ
（
軽
度
精

神
遅
滞
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
）
が
あ

る
。
自
閉
症
も
こ
の
な
か
に

含
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｄ
は
、
幼
少
期
の
特
徴

と
し
て
、
Ｉ
Ｑ
に
問
題
は
な

い
が
、
普
通
５
〜
10
回
で
わ

か
る
こ
と
が
50
〜
１
０
０
回

言
わ
な
い
と
理
解
で
き
な
か

っ
た
り
、
う
ま
く
本
読
み
が

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。
周

囲
が
障
害
を
理
解
せ
ず
、
怒

り
続
け
る
こ
と
で
自
己
を
肯

定
で
き
ず
、
無
気
力
や
不
登

校
な
ど
の
二
次
障
害
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
清
水

氏
は
基
本
的
な
対
応
法
を
話

し
、
小
学
校
高
学
年
に
な
っ

発達障害患者への対応について、会場から質問が
相次いだ生涯研修講座＝２月20日、Ｍ＆Ｄホール

２ 

月 

度

生
涯
研
修 清水氏〝受忍と連携で負担軽減を〟

発達障害患者への対応

ト
で
朝
日
新
聞
記
者
の
伊
藤

千
尋
氏
を
招
き
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
講
演
会
「
激
動
の
世

界
か
ら
見
た
日
本
国
憲
法
九

条
」
を
開
い
た
。
参
加
し
た

医
師
・
歯
科
医
師
ら
70
人

に
、
伊
藤
氏
は
「
憲
法
を
守

る
と
か
、
変
え
る
と
か
の
前

　

最
後
に
、
①
障
害
を
軽
減

す
る
最
大
の
手
段
は
関
わ
る

人
の
障
害
受
容
で
あ
る
こ
と

②
保
護
者
・
教
師
・
医
療
機
関

・
職
場
と
の
連
携
③
大
人
の

発
達
障
害
や
職
場
環
境
設
定

の
重
要
性
や
自
院
で
の
取
り

組
み―

―

に
つ
い
て
述
べ
、

質
疑
応
答
を
し
て
講
演
を
終

了
し
た
。

の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
と
定
義
し
て
い
る
。
特
に

二
次
障
害
の
防
止
を
強
調

し
、
早
期
発
見
、
早
期
診
断

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
精
神
科
疾
患
を
抱
え
る

保
護
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘

し
、
保
護
者
へ
の
対
応
法
を

述
べ
た
。

能
力
と
行
動
発
達
が
低
い
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
特
徴
は
、一
つ

の
こ
と
に
意
識
を
と
ら
れ
、

ほ
か
の
こ
と
は
忘
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
に
つ
い
て
も
話
し
た
。

　

２
０
０
５
年
４
月
施
行
の

発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、

発
達
障
害
を
自
閉
症
、
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他

て
も
本
読
み
が
上
手
で
な
け

れ
ば
Ｌ
Ｄ
を
疑
う
と
し
た
。

　

Ｈ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
と
は
、
自
閉

症
と
同
質
の
社
会
性
の
障
害

を
中
心
と
す
る
発
達
障
害
の

総
称
で
、
清
水
氏
は
高
機
能

自
閉
症
や
症
状
を
説
明
し

た
。軽
度
Ｍ
Ｒ
は
、Ｉ
Ｑ
70
以

下
で
知
的
発
達
と
適
応
能
力

が
低
く
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
適
応

　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
は
、
生
涯
研
修
講
座
「
歯
科
に
お

け
る
精
神
疾
患
を
持
つ
患
者
治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
２

月
20
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
精
神
科
医
の
清
水

聖
保
氏
（
東
淀
川
区
開
業
）
が
講
師
を
務
め
、
53
人
が
参

加
し
た
。

　

協
会
の
大
阪
市
西
部
地
区

は
、「
歯
科
領
域
に
関
連
の

深
い
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
」
を

テ
ー
マ
に
２
月
27
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
講
習
会
を
開

き
、
35
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
講
師
の
大
迫
順

子
氏
。
大
迫
氏
は
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
の
う
ち
、
歯
科
領
域

に
関
連
の
深
い
金
属
ア
レ
ル

ギ
ー
と
、
口
腔
ア
レ
ル
ギ

ー
、
合
成
ゴ
ム
製
品
に
接
触

す
る
こ
と
で
発
症
す
る
ラ
テ

ッ
ク
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
解
説
し
、
治
療
の
展
望
を

語
っ
た
。

　

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
大
迫
氏
は
、
金
属
の
経
皮

接
触
に
よ
る
も
の
と
、
経
皮

以
外
の
金
属
の
吸
収
に
よ
る

も
の
が
あ
り
、
診
断
方
法
と

し
て
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
と
金
属

内
服
テ
ス
ト
を
紹
介
。
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
で
は
、
経
皮
以
外

の
吸
収
に
よ
る
金
属
ア
レ
ル

ギ
ー
の
確
定
診
断
が
で
き
な

い
た
め
、
内
服
テ
ス
ト
が
必

要
と
な
る
。
内
服
テ
ス
ト

は
、
①
金
属
の
種
類
が
限
ら

れ
る
②
内
服
に
よ
る
症
状
悪

化
の
可
能
性―

―

な
ど
の
問

題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
で
歯
科

金
属
を
除
去
し
て
も
、
有
効

だ
っ
た
の
は
42
例
中
21
例
に

す
ぎ
ず
、
今
後
、
テ
ス
ト
結

果
と
と
も
に
金
属
の
成
分
を

分
析
で
き
れ
ば
、
治
療
成
績

の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
展

望
を
示
し
た
。

　

口
腔
粘
膜
に
じ
ん
ま
し
ん

が
発
症
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

は
、
原
因
と
し
て
非
加
熱
の

果
物
類
や
、
花
粉
症
が
関
連

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と

を
紹
介
。
ラ
テ
ッ
ク
ス
ア
レ

ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
患
者

が
ク
リ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
食

物
摂
取
で
発
症
す
る
ラ
テ
ッ

ク
ス
フ
ル
ー
ツ
症
候
群
が
あ

る
と
し
て
注
意
を
促
し
、
ラ

テ
ッ
ク
ス
を
含
む
医
療
品
を

禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
提
言
し
た
。

を
生
か
す
こ
と
が
世
界
の
常

識
で
あ
り
、
使
っ
て
い
な
い

日
本
は
非
常
識
だ
」
と
述
べ

た
。

　

そ
の
上
で
、「
憲
法
九
条

の
良
さ
は
一
回
使
っ
て
み
て

分
か
る
こ
と
。
日
本
で
も
憲

法
を
活
用
し
て
み
よ
う
」
と

〝
活
憲
〞
を
訴
え
た
。

　

伊
藤
氏
は
最
後
に
、
着
物

姿
の
女
性
の
活
動
を
紹
介
。

街
で
声
を
か
け
ら
れ
る
た
び

に
、「
着
物
も
憲
法
も
良
い

も
の
で
す
よ
」
と
対
話
し
、

九
条
を
広
め
て
い
る
。

　

「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
生

き
生
き
活
動
す
る
こ
と
が
大

切
。
そ
れ
が
社
会
を
変
え
る

出
発
点
に
な
る
」
と
強
調

し
、
九
条
の
会
の
活
動
に
期

待
を
寄
せ
た
。

に
代
替
案
の
議
論
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
、
各
国
で
の
取

材
経
験
を
も
と
に
、
九
条
の

精
神
が
世
界
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
ア
フ

リ
カ
沖
の
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で

は
日
本
国
憲
法
九
条
の
記
念

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
中

南
米
の
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
１

９
４
９
年
の
制
定
以
来
、
平

和
憲
法
が
息
づ
い
て
お
り
、

内
戦
状
態
に
あ
っ
た
周
辺
国

に
大
統
領
が
対
話
を
呼
び
か

け
て
解
決
し
た
こ
と
や
、
憲

法
に
基
づ
き
軍
事
費
を
丸
ご

と
教
育
費
に
充
て
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で

も
、
市
民
が
医
療
や
福
祉
な

ど
を
受
け
る
権
利
を
行
使
す

る
た
め
に
、
憲
法
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
外

交
や
生
活
の
た
め
に
「
憲
法

に
、
一
度
、
憲
法
を〝
活
用
〞

し
て
み
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
講
演
会
は
、
歯
科
協
会

・
協
同
組
合
創
立
40
周
年
、

医
科
協
会
創
立
50
周
年
の
合

同
記
念
企
画
。

　

混
迷
極
め
る
米
軍
普
天
間

基
地
の
移
設
問
題
に
関
連

し
、
伊
藤
氏
は
「
世
界
の
流

れ
は
〝
基
地
が
消
え
て
い
る

時
代
〞」
と
話
し
、
米
軍
基

地
を
廃
止
さ
せ
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
や
エ
ク
ア
ド
ル
の
例
を
紹

介
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
跡

地
開
発
で
基
地
労
働
者
数
の

２
倍
以
上
の
雇
用
を
生
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
、
日
本
で

も
基
地
の
「
廃
止
」
と
と
も

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
は
、
発
足
５
周
年
を
記
念

し
て
６
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

「憲法を活用することが世界の
常識」と訴える伊藤千尋氏＝６
日、Ｍ＆Ｄホール

歯科領域のアレルギー治療と
診断法について話す大迫順子
氏＝２月27日、Ｍ＆Ｄホール

歯
科
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
講
習
会

金
属
を
除
去
し
て
も
効
果
は
５
割

大 阪 市
西部地区

５
周
年
記
念
で
伊
藤
氏
が
講
演

〝
基
地
消
え
る
〞が
世
界
の
流
れ

健
康
ま
つ
り
で
歯
科
健
診

　

６
日
に
は
、
西
淀
病
院
の

ざ
と
診
療
所
（
西
淀
川
区
）

主
催
の
「
健
康
ま
つ
り
」
で

歯
科
健
診
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
連
れ
の
若
い
夫
婦
や
高

齢
者
ら
54
人
が
受
診
し
た
。

地
区
責
任
者
の
三
井
泰
正
氏

（
西
淀
川
区
）
と
、
と
み
も

と
歯
科
（
港
区
）
の
歯
科
衛

生
士
ら
３
人
が
出
務
し
、
子

ど
も
の
歯
磨
き
の
指
導
方
法

や
、
む
し
歯
の
有
無
な
ど
受

診
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談

を
聞
き
な
が
ら
、
丁
寧
に
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
行
っ

た
。
出
務
し
た
衛
生
士
ら
は

「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
し

て
く
れ
る
し
、
全
体
的
に
歯

が
き
れ
い
な
人
が
多
い
」
と

語
っ
て
い
た
。


